
意見交換会第４班 代表者　譲矢　隆

 参加人数：男性　10名、女性　０名、合計　10名

会場の雰囲気、次回に向けての反省点、申し送り事項など
１．意見交換の総括
　⑴　議会報告、市政全般についての総括
　　①　２月定例会議について
　　　　・新ごみ焼却場の処理能力の設定について
　　　　・ごみ処理有料化の周知について
　　　　・除雪について
　　②　市政全般（市のまちづくりに向けた課題）について
　　　　・新庁舎の利用
　　　　・生活用水の改善
　　　　・小規模特認校の運営

会津若松市議会議長　様

令和７年５月19日 会津若松市議会市民との意見交換会実施要領第２項第11号の規定により提出します。

　⑵　地区別テーマについての総括
　　①　地区別テーマ
　　　　全体的な大戸地区のまちづくり
　　②　テーマ設定の理由、背景
　　　　大戸町防災マップの存在と現状について認識を深める。
　　③　主な地域課題
　　　　積極的な地域活動の情報共有、生活する上での諸課題。

予算決算委員会委員長 　大竹　俊哉

 開催場所：大戸公民館　

第１号様式 　　　　　　　　　　市民との意見交換会・報告書

 開催地区：大戸地区  開催日時：令和７年５月10日（土）　17時00分　～　18時45分

 担当班　：第４班（出席議員）譲矢　隆、大島智子、小畑　匠、古川雄一、石田典男、横山　淳　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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分類 番号 対応
議会だより令和７年５月１日号の要旨を説明

　新ごみ焼却場は処理能力がダウンサイジングされ
た計画だったことについて、議会としてどう対応し
たのか。

　本市を含む猪苗代町から昭和村までの10市町村で
構成する会津若松地方広域市町村圏整備組合議会の
当時の議員としては、組合提案の処理能力減につい
て環境衛生委員会で様々な意見があった様だが、ご
み排出減量化の認識のもと、特に異論なく総員賛成
だったと記憶している。

○ ① 環境

　ごみ処理有料化について、市民に対する周知とタ
ウンミーティングの開催はどうなっているのか。

　市政だより、チラシ、ホームページ等、様々な方
法で周知しており、タウンミーティングは年２回開
催し、令和７年度も開催予定となっている。常任委
員会をはじめ本会議、協議会などで様々な議論を
行っている。

○ ① 環境

　令和７年２月の大雪で芦ノ牧旧道において、１か
月間会津バスの運行が迂回され、周辺住民の生活に
大きな影響があったが、どのように認識しているの
か。

　会津乗合自動車株式会社が配布したチラシを用い
て、ロータリー車を使用しての除雪状況も説明した
が、今後については調査、研究していく。
（Ｐ８資料参照）チラシ・他地区でのバス運休等

【大戸地区意見交換会関連調査】
　会津乗合自動車株式会社に確認した内容を説明。
２月７日からの運休等路線は次のとおり。芦ノ牧
線、永井野線、笈川線、新鶴線、金堀線、居合周遊
線、河東島線などで経路変更若しくは運休を状況に
より実施。湊地区は特に問題なしで、北会津地区は
新鶴線等で影響があったとのこと。

○ ① 雪害対策

※項目
キーワード

○　議会報告(定例会など)、市政全般(市政・議会運営に関する意見交換)について

市民の発言内容 議会（議員）の発言内容
処理状況

※分類 ●議会に関するもの ○市政に関するもの
※番号 ①回答(処理)済 ②ご意見として伺った事項
(含む情報提供) ③後日回答
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分類 番号 対応
※項目
キーワード

○　議会報告(定例会など)、市政全般(市政・議会運営に関する意見交換)について

市民の発言内容 議会（議員）の発言内容
処理状況

※分類 ●議会に関するもの ○市政に関するもの
※番号 ①回答(処理)済 ②ご意見として伺った事項
(含む情報提供) ③後日回答

　ふるさと農道を県道に昇格し、除雪してほしい。
対話集会でも発言・要望したが反映されないので意
見交換会に来た。

　本郷方面の主要地方道会津高田・上三寄線から南
側の区間は、平成26年度、農林課実施の舗装補修工
事により市道認定（市道大３－55線）され、除雪し
ている。
　北側の区間については、農作物生産利用を目的と
して整備され、大型車（除雪車を含む）の利用を想
定した設計はされていない。
　市としては、国道の迂回路利用については、状況
を注視しながら検討していくとの答弁だった。

○ ① 雪害対策

新庁舎見学のための駐車場の利用方法を知りた
い。また、駐車時間は無制限なのか。

　駐車券を訪問窓口に持参して検印してもらうか、
訪問先がなく、見学のみの場合は南口１階総合案内
で、見学での割引きパンチを受けると、駐車場の無
料利用ができる。
（後日総務課確認：現在は、利用日の24時までは無
料。他の利用、その他詳細について検討中とのこ
と。）

○ ① 行政

　上小塩地区の生活用水として利用している沢水の
流れる市道側溝に蓋を掛けてほしい。
　地区内29世帯の生活用水の安定利用に対応してほ
しい。

　意見交換会前に連絡があったので、担当議員が現
地調査し、上下水道局に報告した。
　その後、５月初旬に担当職員が区長を訪問し、現
地の状況や住民の意見を確認した結果、健康福祉
部、建設部、上下水道局の３部署で検討をしていく
こととなった。
（Ｐ９資料参照）上記要望についての図面、写真

○ ① 側溝
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○　地区別テーマでの意見交換について

分類 番号 対応
　大戸地区でのまちづくりについて、ご意見等を頂
戴したい。

　大戸まちづくり協議会の活動に対し、見学・訪問
があった１人の議員を除いては、市議会の理解がな
いと思う。大戸地区は竹林が多く、高齢者が維持管
理に困っているため、協議会で伐採し、その対価と
して筍を頂戴し、加工販売をしている。産業部会を
はじめ会員全員で頑張っているので、議会での認識
を広めてほしい。

　令和６年度に市に対して単独で要望したのは大戸
地区だけのようであり、市のホームページでも大戸
公民館だよりなどで紹介されている。議会として大
戸地区の情報に注目していきたい。

（Ｐ11資料参照）ＳＮＳで案内のあった活動の写真

○ ①

令和７年５月初旬に小谷地区川端で熊、猪等に畑
が荒らされた。農林課にワナの設置や駆除の相談を
したが電気柵を設置すべきと回答された。児童園な
どの子どものいる施設も近くにあるのに、なぜ早急
に対応しないのか。
　５月９日に鳥獣被害防止対策協議会総会が開催さ
れ、申請は地区での協議を経て区長より申請すべき
とあった。個人的な申請については市として検討し
たいとのことだった。

　重要なご意見として記録し、所管委員会で調査研
究していきたい。
（Ｐ15資料参照）市の鳥獣対策について

○ ①

　市長との対話集会で林野火災の対策について要望
等があれば、早く提出してほしいと言われた。

　そのような要望があれば、議会にも提出してほし
い。それを所管委員会で調査研究していきたい。 ○ ①

　会津縦貫南道路での大戸地区の見通しはどうなの
か。過去に道の駅設置について市に要望している
が、芦ノ牧温泉を有効活用するよう、政策の推進を
お願いしたい。

　県と市での協議もあまり進んでおらず、市当局で
は、これからの工事の計画・進捗等の動向を注視し
ながら調査研究している。

○ ①

→　全体的な大戸地区のまちづくり

市民の発言内容 議会（議員）の発言内容
処理状況

【分類】●議会に関するもの ○市政に関するもの 【番号】①回答(処理)済 ②ご意見として伺った事項(含む情報提供) ③後日回答
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○　地区別テーマでの意見交換について

分類 番号 対応

→　全体的な大戸地区のまちづくり

市民の発言内容 議会（議員）の発言内容
処理状況

【分類】●議会に関するもの ○市政に関するもの 【番号】①回答(処理)済 ②ご意見として伺った事項(含む情報提供) ③後日回答

　大戸防災マップを作り、14の地区を詳しく表記し
ているが、それを活用し、空き家対策をしていくべ
きと思う。

　令和７年度から空き家対策については、市民部危
機管理課から建設部建築住宅課に所管が変わった
が、建設委員会として具体的な議論はしていない。
【後日、大戸地区意見交換会関連調査】
　建築住宅課長に確認。
　空き家対策については、令和７年度に市民部危機
管理課から建築住宅課指導グループへ所管が替わ
り、職員２名、調査員として会計年度任用職員２名
(資格、経験は問わず、試験、面接で採用)で対応し
ている。予算については改めて報告するとのこと。

○ ①

　国道から芦ノ牧温泉駅に向かう県道で夏季におい
て駅周辺の異臭がひどく、市当局に相談したが市道
ではないので、対応できないと言われた。このため
意見交換会に来たので、対応してほしい。

　現地調査し、後日報告する。

○ ③

後日調査し、報
告する。
（事後報告書Ｐ
７に記載）

　国道から闇川方面１ｋｍ地点にある闇川堰で、土
砂・樹木等の堆積物の除去作業を安全に行えるよ
う、県議会や過去の意見交換会でお願いしているが
改善していない。
　大豆田、小塩地区全体の農業用水であり、非常に
重要な問題だが、冬期間は危険が大きい。
　土地改良区では堰の修繕工事を行っているので状
況は把握していると思う。事故が起きてからでは遅
いので対応をお願いしたい。

　過去の要望に対し、市として管理者である会津中
央土地改良区に進言している。市総合治水計画での
周辺の詳細の記載がなく、今後検証していく。
（Ｐ10資料参照）現地写真

○ ①

　小規模特認校への遠距離通学の補助の検討はどう
なっているのか。
　また、大戸小・中学校が小中一貫校へ移行する噂
があるがどうなっているか。
　児童園の子どもたちも在籍している。

　現状では通学補助はないが、学校の在り方を含
め、教育委員会、文教厚生委員会でもしっかりと議
論している。 ○ ①
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○　地区別テーマでの意見交換について

分類 番号 対応

→　全体的な大戸地区のまちづくり

市民の発言内容 議会（議員）の発言内容
処理状況

【分類】●議会に関するもの ○市政に関するもの 【番号】①回答(処理)済 ②ご意見として伺った事項(含む情報提供) ③後日回答

　大戸地区の活動等を紹介した令和４年年２月の新
聞報道によると、当時、約430世帯あったが、現在
は約400世帯に減少している。このことについて、
どのように思うか。

　大戸地区の世帯減少の要因としては、亡くなられ
た方による自然減や高齢者の施設入所、親戚宅への
移住と思っている。市内各所からの大戸地区への移
住に対し、補助を検討してほしい。

　ご意見として伺う。

○ ②
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大戸　地区

件名 処理（対応）内容 備考

１．芦ノ牧温泉駅近く県道の
　　異臭に関する側溝の確認
（Ｐ５）

【市民からの要望・質問】
　夏になると異臭がする。市に相談したが、市道ではないので対応で
きないとのこと。雨水が流れるが、側溝に水が溜まり衛生的に問題が
ある。

【事後処理結果】
〇今までの状況
　県道沿いにある水路は、雨水が東から流れ南にあるマスに溜まり西
側の水路に流れる。その水路が淀み衛生的にも良くないのでＵ字溝を
入れてほしいと市に要望したが、私有地のためできないと言われた。

〇今回の対応
　雨水も流れていたが、異臭確認できなかった。
　前区長と現区長の立ち合いの下、除草や土砂上げの状況を確認し
た。
　問題となっている水路は、誰が管理しているのか調査中である。

会津若松市議会議長　様
令和７年５月19日

予算決算委員会委員長 大竹　俊哉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　意見交換会第４班 　代表者　譲矢　隆

市民との意見交換会・事後処理報告書

芦ノ牧温泉駅付近の側溝の様子

7



8



9



10



11



 

12



13



14




